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生活習慣病による通院者率上昇など、国民生活基礎調査の結果が公表される

Esu41106A01

《背景》 2022年の「国民生活基礎調査」の結果が公表された。同調査は、保健・医療・福
祉・年金・所得等国民生活の基礎的事項に関する大規模な調査を3年ごとに実施してい
る。具体的には、世帯数と世帯人員の状況や各種世帯の所得等の状況、世帯員の健康
状況、介護の状況について調査されている。本稿では、世帯員の健康状況の調査にお
ける「通院の状況」の結果を中心に紹介する。

《解説》 人口千人あたりの通院者の割合（以下、通院者率）は、2022年度は417.3と、3年
前（404.0）よりも13.3ポイント上昇しています。
傷病別にみると、男女とも「高血圧症」での通院者率が最も高く、次いで男性では「糖尿
病」、「脂質異常症（高コレステロール血症等）」、女性では「脂質異常症（高コレステロー
ル血症等）」、「眼の病気」となっており、いわゆる生活習慣病による通院者が上位を占
めていることがうかがえます（図表1）。
また同調査「介護が必要となった主な原因」では、要支援者および要介護者の総数にお
いて「認知症」が16.6％、「脳血管疾患（脳卒中）」が16.1％、「骨折・転倒」が13.9％と、こ
こでも脳卒中など生活習慣病が上位を占めていることがわかります（図表2）。

◎図表１：性別にみた通院者率の上位５傷病（複数回答）

◎図表２：介護が必要となった主な原因（上位３位）
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出典：  2022（令和４）年　国民生活基礎調査の概況「概況全体版」図表 17、18 を基に加工・作成
　　　（https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa22/dl/14.pdf）

現在の要介護度 第１位 第２位 第３位

総数 認知症 16.6% 脳血管疾患（脳卒中） 16.1% 骨折・転倒 13.9%
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注：通院者には入院者は含まないが、通院者率を算出するための分母となる世帯人員には入院者を含む。　　＊：脂質異常症（高コレステロール血症等）


